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＜連絡事項＞

· 6/25（月）6/26（火）17:30から「褥瘡対策について」メンタルケア病棟３階会議室で院内研修があります。

· 6/22（金）6/28（木）17:30から「入院時の看護について」病院２階会議室で課内研修があります。

· 中村　マス様　肩、頸部の痛みありアスモロール１袋処方となっています。

　　　　　　　　今月の血液検査で血糖値が高く三上先生から要再検となっている事を

　　　　　　　　主治医へ伝えています。来月の採血まで経過をみると指示出ています。

· 松橋　清子様　排便困難ありシンラック液１本処方となっています。

· 畑中　成夫様　口角炎ありアフタゾロン軟膏１本処方となっています。

· 杉澤　恵子様　本日お兄様付き添いで外出しています。自宅へ行き私物整理して

　　　　　　　　衣類などの持込みが多いですが、外泊中は飲食して来なかったと

　　　　　　　　情報あります。チェストの鍵を入れたバッグを自宅へ忘れたとの事

　　　　　　　　で本日お兄様が届けるそうです。

･　村松　茂治様　本日お姉様の面会あり、図書館へ行き本を借りたいと希望あり日直医へ

　　　　　　　　報告し外出しています。帰院後は穏やかで酒臭無く、飲酒要求も無かったと言われています。月曜日のリーダーは川端先生に報告して下さい。

· 木村　格治様　下顎の腫瘤について外科受診をしたいと何度も強く声高に言われてい　　　　　　　ます。主治医へ報告し、他科受診をするよう指示あり紹介状を書いてい

　　　　　　ます。日時検討しお兄様へ電話連絡し、付き添いが可能かスタッフ付き添いか確認をお願いします。

スタッフや患者様への干渉、市川様への恋愛感情をまとまりなく話し、自制できず、介入要しています。「自分でもわかってるけど、コントロールできない。」と言われています。夜間の睡眠も不安定となっていますので、引き続き観察していきましょう。

・八森　正様　　夜間トイレ誘導していますが、尿失禁が多くあり布団にビニールを掛ける事を検討しています。洗濯場にビニールがなかった為月曜日に再確認しましょう。

· 畑中　徹様　退院日などについて主治医へ確認しています。

　　　　　　　　退院日は7/29　外泊訓練は２週に１回　家族勉強会を実施する。

　　　　　　　　月曜の診察時先生からご本人へ伝えて頂いて下さい。

· 矢部　武様　アルコール依存症（72）東Dユニット

　　　　　　　今後のプログラムについて

　　　　　　　　月・火・木：リハビリテーションプログラム

　　　　　　　　水・金・日：アルコール依存症治療プログラム（ビデオ中心）

＜日常生活支援検討・評価＞

・八森　正様～だんだん暑くなって来ていますが、作業服のような上着を着ている事がありますので、必要時は衣類の調整を行なうように声掛けをして行きましょう。また、ゴミ箱への排痰行為が無くなって来ています。

・中森　みや子様～食後に歯磨きを促すと、本人より「歯磨きしました」と返答ありますが、歯磨きをしている様子見られません。口臭も目立ちますので食後の歯磨きを促がしていきましょう。また、本人が服薬に使用しているかき氷のカップと中に入れているガーゼハンカチをハイター漂白しています。

・木村　義重様～特出した乱雑さ、日課の乱れはありません。日常生活介入時に自ら「ゴミ捨て忘れた」とゴミ捨てに行かれる事あります。衣類ケース内の乱雑さもなく、比較的綺麗に保つ事が出来ています。

・種本　福松様～食後の歯磨きを促すも、溜め息多く行動に移す事が出来ない事があります。食後、自室へ戻った際にベッド臥床する前に歯磨きを行なう様に促して見ましょう。

・晴山　長司様～日常生活支援の声掛け行なうと、不機嫌さあり強い拒否が見られています。

・砂葉　良子様～最近、服薬調整中の為、日常動作の緩慢さも見られて来ています。日常生活動作においての介入をこまめに必要とする事がありますので、訴え時は介入・見守りを行なっていきましょう。

